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[事例紹介]
　リチウムイオン電池用の正極材料にはリ

チウム含有酸化物が用いられていますが、

より固体中のリチウム含有量を増やするこ

とでエネルギー密度を大幅に向上させた

チタン・マンガン系酸化物材料を発見して

います。さらに、充放電機構について放

射光を用いた解析の結果、アニオン種で

ある酸素による電荷補償が進行することで

従来よりも高容量材料となることを明らか

にしています。また、構造中にフッ素を含

有させた、準安定相である酸フッ化物など

の合成にも成功しており、蓄電池用の材

料として有用であることも報告しています。

さらに、資源が豊富なナトリウムを用いた

蓄電池材料も発見しており、これらの発見

は将来的な自然エネルギーの活用と持続

可能エネルギー社会実現において、キー

テクノロジーになることが期待できます。

[ 研究概要 ]
　リチウムイオン電池はスマートフォンや電気自動車の電源として用いられている日常生活に必要不可欠な蓄

電池ですが、研究室ではリチウムイオン電池のさらなる高性能化を目指した研究を行っています。また、次

世代の蓄電池の研究にも取り組んでおり、リチウムではなく資源が豊富なナトリウムや鉄といった身近な元素

を用いる新しい蓄電池の実現へと向けた研究を行っています。環境エネルギー問題解決へと向けて鍵となる

デバイスである"蓄電池"の高性能化・高機能化を目指して固体化学の観点から研究を行っています。
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エネルギー関連化学 

 リチウムイオン電池はスマートフォンや電気自動車の電源として用いられている日常生活に必要不可欠な蓄電池で
すが、研究室ではリチウムイオン電池のさらなる高性能化を目指した研究を行っています。また、次世代の蓄電池の
研究にも取り組んでおり、リチウムではなく資源が豊富なナトリウムや鉄といった身近な元素を用いる新しい蓄電池
の実現へと向けた研究を行っています。環境エネルギー問題解決へと向けて鍵となるデバイスである"蓄電池"の高性
能化・高機能化を目指して固体化学の観点から研究を行っています。 

 リチウムイオン電池用の正極材料に
はリチウム含有酸化物が用いられてい
ますが、より固体中のリチウム含有量
を増やすることでエネルギー密度を大
幅に向上させたチタン・マンガン系酸
化物材料を発見しています。さらに、
充放電機構について放射光を用いた解
析の結果、アニオン種である酸素によ
る電荷補償が進行することで従来より
も高容量材料となることを明らかにし
ています。また、構造中にフッ素を含
有させた、準安定相である酸フッ化物
などの合成にも成功しており、蓄電池
用の材料として有用であることも報告
しています。さらに、資源が豊富なナ
トリウムを用いた蓄電池材料も発見し
ており、これらの発見は将来的な自然
エネルギーの活用と持続可能エネルギ
ー社会実現において、キーテクノロジ
ーになることが期待できます。 
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